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２ 休日の学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行の段階的推進

• スポーツ庁と文化庁では、令和４年夏に取りまとめられた部活動の地域移行に

関する検討会議の提言を踏まえ、運動部及び文化部の各ガイドラインを統合した

上で全面的に改定した。

• 令和５年度から３年間としていた公立中学校部活動の地域移行の目標達成時期

を見直し、「可能な限り早期の実現を目指す」とあらためた。

• 11月17日から12月16日まで、ガイドライン案について意見を募集した結果、

「３年間の移行達成は現実的に難しい」という意見が相次いだことを受け、当初

の計画を見直し、令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間と位置

づけ、休日の学校部活動の段階的な地域連携・地域移行を進めるが、「地域の実

情等に応じて可能な限り早期の実現を目指す」と明記した。
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• 本文内の「学校部活動の地域移行」が「学校部活動の地域連携や地域クラブ活

動への移行」と記載が変更され、「学校部活動」と「地域クラブ活動」が地域の

実情に応じ、当面は併存することが示された。

• 直ちに地域クラブへの移行体制を整備することが困難な場合には、当面、学校

部活動の地域連携として、必要に応じて拠点校方式による合同部活動の導入や、

地域の協力を得て部活動指導員の配置や外部指導者を適切に配置し、生徒の活動

環境を確保することが示された。

• 学校では、地域で実施されているスポーツ・文化芸術活動と同じ分野の学校部

活動について、休日の練習を共同で実施するなど連携を深めることや、休日に限

らず平日においても、できるところから地域のスポーツ・文化芸術団体等と連携

して活動する日を増やすよう示されている。
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〇 地域移行の推進にあたっては、スポーツ・文化活動の実情によって様々な違いがある現状から、すべ
て同じように移行するというやり方ではなく、競技や地域の特性に応じて可能な範囲からできるものを
実施していく。

〇 「休日の学校部活動の段階的な地域移行に係る」アンケート調査により、学校部活動の地域移行につ
いて、受皿（連携）団体として考えている団体について、団体の意向をふまえ試行的に地域移行へ向け
た体制を構築。

５

確認事項 「今後の基本方針」

取組内容の確認 「令和５年度以降の主な具体的取組」

〇改革の方向性

■ 地域部活動の受け皿を希望する団体等について、モデル部活動の実践の検討。

■ （仮称）遠野市地域部活動（スポーツ・文化活動）の運営体制（コーディネーター配置）の構築。

■ 地域クラブ活動の運営費用に係る財政的な支援の検討。

■ 方針の内容について、関係者に周知し、理解を得て地域移行を進めていく。

意見の集約 「競技団体、スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等への説明会の開催」

（R5.2.22）
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（R5.1月実施）
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１ 令和５年度の各中学校における学校部活動の加入状況について
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１ 令和５年度の学校部活動及び地域スポーツクラブの状況について

（１）学校部活動及び地域スポーツクラブへの地域スポーツ団体等の参加について
◎ 学校部活動（位置付け：学校教育の一環、全ての中学校で学校部活動へは任意加入としている

〇学校部活動を巡る状況については、近年、特に持続可能性という面でその厳しさを増しており、生徒数の減少による

学校単位での部活動運営が困難になってきていることや、学校外のスポーツ・文化芸術活動に取り組む生徒が見受けら

れるなど活動が多様化しており、今後、学校部活動だけで、中学生のニーズに応えることが困難なことが想定される。

・令和５年度中総体及び新人大会への合同チームによる参加の状況

ア 野球部（遠野中学校と遠野東中学校）：新人大会

イ 女子バレーボール部（遠野東中学校と遠野西中学校）：新人大会

〇部活動における専門的な技術指導及び教職員の働き方改革のため、各中学校からの部活動指導員配置希望調書による

部活動指導員を配置（国の補助事業を活用：部活動指導員の身分は、会計年度任用職員）。

〇遠野市における部活動の在り方に関する方針（一部抜粋）

（２）指導・運営に係る体制の構築
ア 校長は、生徒や教職員の数、部活動指導員の配置状況を踏まえ、指導内容の充実、生徒の健康や安全の確保、教職
員の勤務負担軽減の観点から、複数顧問の配置や臨時特設部の在り方等について検討し、適正な数の部を設置する。
なお、設置に当たっては、今後の生徒数の推移等を踏まえ、生徒、保護者や地域の関係者等との合意形成を図りな

がら、将来を見据えた取組を推進する。 ９
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１ 令和５年度の学校部活動及び地域スポーツクラブの状況について

◎ 地域クラブ活動（位置付け：学校と連携して行う地域クラブ活動で法律上は社会教育、スポーツ、文化芸術）

（２）中総体への地域スポーツ団体等の参加について

■ 令和５年度から岩手県中体連に申請し、種目ごとの参加要件を満

たし、認定された地域のスポーツ団体が大会に参加可能。

■ 生徒は学校部活動と、地域のスポーツ団体の両方に所属しながら、

両方の活動をしていくことは可能であるが、市中総体への参加は下

表の（Ａ～Ｅ）のどの区分で出場するか決定し、年度当初に登録書

を提出する必要がある（文化部含む全生徒が対象）。

※市内の団体では「遠野ランニングクラブ」が今年度、県中体連に登録。

※その他、民間のスポーツクラブ等に加入し活動している生徒が存在。

・遠野中学校・・・野球、サッカー、バスケットボール

・遠野東中学校・・・野球、陸上、サッカー、バスケットボール

・遠野西中学校・・・野球、スケートボード、ボルダリング 10

Ａ 学校の部活動のみに所属し、学校名で参加
Ｂ 学校の部活動と地域スポーツ団体に所属し、学校名で参加
Ｃ 学校の部活動と地域スポーツ団体に所属し、地域スポーツ団体で参加
Ｄ 地域スポーツ団体のみに所属し、地域スポーツ団体で参加
Ｅ 大会参加を希望しない
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〇 Ｒ4.12.27に公表された国のガイドラインでは地域の実情に応じ、学校部活動の地域連携と休日の地域クラブ活動（地域移行）は当面

併存することが示されていることから、地域移行を見据え、当面は併存しながら活動を実施する。

〇 現状の学校部活動の在り方を検討しつつ、部活動指導員の配置を完成形として目指すのではなく、地域移行に向けた経過措置としなが

ら、平日及び休日のスポーツ・文化芸術活動を学校単位から地域単位へ順次移行し、地域クラブ活動体制の整備充実に取り組む。

今後の方向性

◎ 学校部活動・地域クラブ活動の地域移行へ向けた体制整備（学校部活動と地域クラブ活動は当面併存）

１ 学校部活動の方向性

① 部活動指導員の活用による教員の負担軽減（市教委）

② 生徒数減少等の実情を踏まえた適正な部活動数の設置の検討（各中学

校・市教委）

③ 複数校による合同部活動の取組体制の検討（各中学校・市教委）。

④ 各中学校の学校部活動の内、種目ごとに地域移行の検討を行い、地域

クラブ活動への移行を希望する種目を順次、選定（各中学校・市教委）。

⑤ 地域クラブ活動への移行が選定された学校部活動について、地域クラ

ブ活動とのマッチングにより、Ｒ７年度以降、段階的に地域移行を実施

（地域クラブ活動団体）。

２ 地域クラブ活動の方向性
① 地域クラブ活動団体として活動したい団体の把握及び指導者の確保や

地域移行を希望する学校部活動と地域クラブ活動とのマッチング（市事

務局）

② 地域クラブ活動団体への運営等に係る支援の検討（市事務局）。

③ 地域クラブ活動団体が上位大会へ出場する際の大会派遣費に係る財政

的な支援の検討（市教委）。

④ 地域クラブ活動として活動を希望する場合は、遠野市地域クラブ活動

制度（案）に登録し活動を実施する（地域クラブ活動団体）。

⑤ 生徒は地域クラブ活動登録団体の中で、希望する種目がある場合は、

入会し活動する（地域クラブ活動団体）。
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区分 令和５年・令和６年 令和７年から

学校部活動と地域クラブ活動は当面併存

学校部活動

① 部活動指導員の拡充及び効果的な活用による教員

の負担軽減（Ｒ６当初予算：種目の調査）。

② 生徒数減少等の実情を踏まえた適正な部活動数の

設置の検討。

③ 複数校による合同部活動の取組体制の検討。

④ 各中学校における学校部活動の内、種目ごとに地

域移行の検討を行い、地域クラブ活動への移行を希

望する種目を順次、選定。

① 地域クラブ活動への移行が選定された学校部活動につい

ては、地域クラブ活動とのマッチングにより、令和７年度

以降、段階的に地域移行を実施。

地域クラブ
活動

① 地域クラブ活動団体として活動したい団体の把握

及び指導者の確保。

② 地域移行を希望する学校部活動と地域クラブ活動

とのマッチング

③ 地域クラブ活動団体の運営に係る支援の検討。

④ 地域クラブ活動団体が上位大会へ出場する際の大

会派遣費に係る財政的な支援の検討（Ｒ6当初予算）。

⑤ 遠野市地域クラブ活動制度実施要綱の制定の検討。

① 地域クラブ活動団体として活動を希望する場合は、遠野市

地域クラブ活動制度（案）に登録し活動を実施する。

② 生徒は地域クラブ活動登録団体の中で、希望する種目があ

る場合は、入会し活動に参加する。

２
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〇部活動の地域移行を推進するにあたり、令和７年度から各学校で選定した部活動について段階的に地域移行を実施。

〇運営体制類型（事務局）案：移行期間においては、市が学校や地域クラブ活動団体との調整役を担い、運営が軌道に

乗った時期を見計らい、運営主体の移行を検討する。

①地域クラブ活動
との調整

〇地域クラブ活
動実施団体（地域ス

ポーツ・文化活動団体）

地 域 移 行 に 係 る 運 営 体 制 の 構 築 （ 案 ）

保護者

・生徒は希望す
る種目の活動に
参加

①各中学校学校部活動
（現在活動中の学校部活動種目）

②運営支援の検討
（研修会開催、大会派遣費補助等）

③学校との連絡
調整

④相談窓口

・地域クラブ活動団体登録
・研修会開催
・大会参加費補助

・地域クラブ活動へ
の移行が選定された
学校部活動について、
地域クラブ活動との
マッチングにより、
Ｒ７から段階的に地
域移行を実施。

②地域クラブ活動

参加
◆ 運営費の財源
・保護者からの会費等

◆連絡調整：活動場所の調整や活動の連携

■活動時間

「遠野市部活動
基本方針」に則
り、週当たり２
日以上（平日１
日以上、週末１
日以上）の休養
日を設け１日の
活動時間は、長
くとも平日は２
時間程度、学校
の休業日は３時
間程度とする。

※学校部活動と地域ク
ラブ活動を当面は併存

市教育委員会

指導員配置

・部活動指導
員の配置。

・地域クラブ活
動の指導を希望
する教職員は兼
職兼業申請

◎ 運営体制：移行期間において当面の間は、自治体が運営

地域移行


